
道耳外らか介耳は音、きとく聞を音がちた私
こ（すませさ動振を膜鼓るあに奥のそりわ伝とへ
と耳中は奥の膜鼓。）すまいいと耳外をでまこ
の耳中。すまりあが間空るれば呼と室鼓、いい
へ耳内、りあが骨なさ小ういと骨小耳はに室鼓
感を音はに耳内。すまきいてえ伝に的率効を音
を激刺たっとじ感でこそ、りあが胞細毛有るじ
へ枢中聴の脳てじ通を経神聴、え変に号信気電
を割役な事大てっとに別判の声音。すまり送と
いてしを形なうよのリムツタカ、がのるいてし
何が胞細毛有のこ。すで胞細毛有るあに耳内る
、りたい聞を音、りよにとこるす損欠で因原のから

。すまりなくし難がとこる取き聞くし正を葉言

、聴難音感、聴難音伝。すまりあが類種のつ3はに害障覚聴
。すで類種3の聴難合混つ持せ併を方両の聴難音感と聴難音伝

学医に的般一どな炎耳中は因原の聴難音伝。すまいいを合場るあが位部害障に耳中や耳外は聴難音伝
に度程の害障。すで徴特がのるなくくにえこ聞が音は聴難音伝。すまりあく多がのもるす善改で療治的

。すまりなに態状なうよたしを栓耳はてしとジーメイのえこ聞、がすまりよも
聴難性人老るこ起にめたの齢加。すまいいを合場るあが位部害障に枢中聴の脳らか耳内はと聴難音感
。すでちがれわらとにジーメイなうよたしを栓耳とういと聴難はに的般一。すまい言をとこの聴難音感は
こ聞も」葉言「くなでけだ」音「、がすまりよもに度程の害障。んせまりあはでけだれそは実、しかし

。すでのるなくらづえ

ッレフーリ本 、と方るあの害障はト っきく築をンョシーケニュミコい良りよ 。たしまし成作てっ願をとこるなとけか
は容内いし詳にらさ 」ルアュニマ遇接のへ方るあの害障「 。すまいてれさ載掲に 。いさ下覧ごをジーペムーホはくし詳
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。すまりあく多がとこいなえらもていづ気に囲周、めたいらづし断判はで見外はとこるあが害障覚聴
いなえこ聞く全。すで点な由自不もとこいくにり入が報情の音のめたる知を況状のり周くなでけだ話会

。すまりあがさ由自不の上活生な々様てっよに態状や度程の害障りおも方いらづえこ聞ばれいも方

な端半途中。んせまりあはでけわるまはてあに者害障覚聴のてべすが報情るいてし介紹でここ
」人のそ「。すでとこいならなばれけなけ避、はとこるす接に方るあの害障、でみ込い思と識知
でのもるれま育で中うあきつてしと間人の人一にい互お、ずらわ関にしなるあの害障、は解理の

。かうょしでいなは

ずら限はとるえ使を話手が者害障覚聴
。んせま来出が話手はく多の者聴失途中

、く多も方るいてれさ害障が）耳内（官器るじ感を音
。んせまりあはでけわるれ取き聞もてしくき大を音
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じ感を音。すで械器るすくき大を音に的本基は器聴補
音で器聴補、く多も方るいてれさ害傷が）耳内（官器る
。んせまり限はとるれ取き聞とんちきが話会もてしくき大を
害障覚聴、がすまりな異てっよに度程の害障は由理のそ
るなくらづえこ聞が葉言くなでけだ音がく多の方るあの
りとき聞が手相、はてったあに用使の器聴補。すでらか

。すで要必が夫工の方し話いすや

法方ンョシーケニュミコれぞれそ、てっよに活生のでまれこや方えこ聞、は者害障覚聴
さどな話手、談筆、話読、話会ので声音、はにンョシーケニュミコ。すまいてけつに身を
、くなはでのう使をけだ法方のつ一かれど、は者害障覚聴のく多。すまりあが法方なざま
出と方るあの害障覚聴。すまいてっ使てせわ合み組てじ応に面場や手相を法方のかつくい
。いさだくてねずたかいよばれとをンョシーケニュミコで法方なうよのど、ずま、らたっ会

。すでずはるれくてえ教を法方う合に人のそとたなあとっき

。うょしまし話てっ切区で節文、にめりくっゆ、で声のさき大の通普◎
。よすま来／にり振し久／がんさ男正／晩今：例の方り切区

。うょしまし話らがな見を顔のい互お◎
。うょしましくな少を音雑の囲周◎

トンイポの方し話

器聴補

てし消をビレテ
てし消を楽音

てめ閉を戸

らか面正
て見を顔の手相

りくっゆ
りきっは
てっ切区

例い良例い悪

の題話。すで法方るす解理をとこるいてし話にりかが手をき動の口の手相、てし用併に話手や器聴補
し測推を葉言たれさ話らかりかが手なろいろい、どな識知るす関に手相、面場るいてれさ話、係関後前
しとりきっはに度程いならなにさげおお、てけ向に手相を顔、にうよいすやえ見が情表や形の口。すま

。すまけが心にうよす話でき動の口た

るえ伝を報情、がすまりかかが間時は談筆。すで法方るすりとりやてい書に図や字文をとこいたえ伝
、くすや見で文い短。すまりなくくにし解理、りなに雑複が係関の後前は文い長。すで法方な実確にの

。うょしましにうよく書くすやりか分

表てっよにどな作動や情表、き動の指・手は話手
単を現表話会ので語本日。すで語言な的覚視るす現
が造構法文の自独話手、くなはでのもたえ換き置に
じ応に手相、はく多の方るあの害障覚聴。すまりあ
手「めたるいてけ分い使を法方ンョシーケニュミコて
こるとをンョシーケニュミコと」らかいなきでが話

。すでのもいたしにうよいなめらきあをと

絵、字文指、書空、り振身、情表
に中空はと書空。すまりあ々様どな

。すで法方く書を字文とりくっゆ
手を音05の語本日、はと字文指

。すで法方す示で形の指 字文指

）い良（ ）いさ下（

すましい願おくしろよ

、がすまりま始らか日51はみ込申のトッケチ
、でのすまれさ表発に日5はていつに法方み込申

。いさだくてせわ合い問に店当に降以日5

始開日51→み込申のトッケチ
るせわ合い問に降以日5、は法方み込し申※
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